
27年 11月 2７日秋期講習会 アンケート結果 

久保様・古城様お疲れ様です。11月 27日の秋期講習会のアンケート結果を送付いたします。

とても好評でした。交流会は最初の予定より変える人が多く参加が 60名ほどになってしま

いましたが、テーマをレクリェーションのみに絞ったことで活発なグループワークができ

ていたようです。 

参加者 82名   アンケート回収７３ 

 

 満足 ⑤   ④   ③   ③   ①  不満足 

 

今日の研修に満足しましたか 

⑤ ６０   ④ １１  ③ ２ 

印象深く学べた点 

・ 一人一人に向き合う姿勢 

・ 情報共有について 

・ レクリェーションの中から各々に合ったものを見つけていきたい 

・ 盛りだくさんのプログラムに圧倒された。義母がわかまつ園を利用させていただいてい

るが、いつも楽しみにして嬉しそうに通わせていただいているので、どのような活動を

されているのかと思っていました。スタッフの方々が一生懸命さも伝わりました。とて

も分かりやすく聞きやすい講和でした。ありがとうございました 

・ 色々沢山のプログラムが素晴らしいと思いました 

・ 利用者を見ていない 利用者を知らない。主体は利用者でありその方の人生を知ったか

ぶりしているのでは？ 

・ ゲームを作ることを職員全体で考えており、楽しい職場かなと思いました。利用者にも

伝わっていると思いました 

・ レクの品物がとても凝っていて、勉強になりました。さっそく私たちも使いたい品物が

ありました 

・ レクリェーションの意味 

・ レクリェーションの深さ無塚視差を知る。頑張っていきたいスタッフの心を一つにして

やっていますか 

・ 他施設のレクを知れたこと 

・ 思いやり・優しい心 

・ レクの内容 

・ 誰のためのレクなのか？利用者を知ることアセスメント重要性を再認識。利用者に合わ

せた内容づくり 

・ レクに対する気持ちが私たちと違い良い勉強になりました。時間居合わせ職員の都合で

始まり終わるという事がよくあり反省でした 



・ 身近なものを使い簡単なゲームをすることで身体機能の改善に役立つことを学べまし

た 

・ レクは誰のため？わかっていても無塚しい 

・ 実践例で一つのゲームに多彩なバリエーションがあることが分かった。今までレク＝ゲ

ームだと思い込んでいた 

・ 利用者・職員が一緒になって季節に合わせたレクの工夫 

・ 利用者を知る・自分たちを知る 

・ 誰が主体化 

・ 今まではゲームをしなければいけないという思い込み 

・ 口腔に関する話に共感した 

・ 季節や興味に合わせレク材料の工夫に感動 

・ レクの数の多さにびっくり。呼吸に関するレクをまねたい 

・ 思いやりの種をまけば優しさの芽がでます 

・ 健康プログラムの実践 

・ 利用者の声に耳を糧向け一歩ずつ前進したい 

・ 口腔・嚥下体操目的を持って行い行ったことにより効果・効能がなければならない 

・ 自分たちの自己満足になっていないか 

・ ストローを使ったゲームを真似したい 

 

今日の交流会に満足しましたか 

⑤ ４５  ④ ３０   ③ ２ 

 

・ 他のグループホームの意見を聴けて良かった（多数） 

・ 皆さんと話せてよかった。もっと時間が欲しかった（多数） 

・ 自分御ホームは大変だと思っていたが、みんなも同じだと思った。できないではなくど

うしたらできるかを考える 

・ グループホームは大変なんだとみんなで話すことができ良かった 

・ 他の施設の情報がわかった。自分の施設はレクができていると思った 

・ 他の施設のレクを聴き参考になった。また、スタッフ全員で参加しているという話を聞

いて感心しました 

・ 利用者主体にと考えているがいつの間にか職員主体になっているのではと反省した 

・ お互いの情報を交換することで安心したし、頑張りすぎなくてもよいと励みにもなった 

・ 自分のホームが一番大変だと思っていたが違うことが分かった 

・ レクリェーションにとらわれずいろんなことを一緒にやっていくことが大切かな 

・ 他のホームの勤務状況 

 



３ 研修全般で気になった点 

   なし 

４ 今後どのような研修活動に期待しますか 

・ 移動・移乗介助 

・ レクリェーションに対して固定観念にとらわれていたことを亡くすことが今回出来た

のでたくさんの人にもっと広めていってほしい 

・  

 

 


